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価値もある。第 1 章の概念整理、第 2・3 章の歴史的
経緯のまとめ方もおおむね妥当である。現地に足を運
んでの聞き取り調査の結果も活かされている。
しかし、本論文には課題も残されている。まず、結
論として、インドのセキュラリズムは宗教に友好的な
宗教中立主義であることが述べられたが、それがアメ
リカ型の政教分離とどう異なるのかがいまひとつ明確
ではない。なぜ宗教に友好的であるのかについては、
歴史的・社会的背景、ヒンドゥー教の特性、ガンディ
ーの思想等に解明の手がかりがあることを匂わせつつ
も、そこを深く追究し、答えを引き出すところまでは
至っていない。
また、異なる年代に制作された教科書を集めつつも、
網羅的ではないため、ヒンドゥー至上主義の BJP（イ
ンド人民党）政権の教育に対する影響を充分に掴みと
れていない。同様に、ヒンドゥー・ナショナリズムと
教育の関係を明らかにするには、地域による違いや、
国立機関ではない民間出版社が制作した教科書との違
いを確認しなければならないが、それらについては情
報が著しく不足している。
以上のように、新領域を開拓する意欲的なテーマで
あったが、それゆえに分析が徹底せず、誰をも納得さ
せるような新たな発見には至っていない。だが、これ
らの課題については、執筆者本人も自覚しており、今
後どのように取り組んでいくかの見通しもついている。
そのことも考慮し、学位授与に値するものと判断した。
